
三
月
十
四
日

三
月
十
五
日

三
月
十
六
日

三
月
十
七
日

今
回

の
中
国
旅
行
に
は
、

の
見
学
は
も
と
よ
り
、

も
い
る
な
ど
、
昨
年
に
も
増
し
て
成
果
が
あ
っ
た
。

春
の
第

三
回
研
修
旅
行
も
実
施
が
決
定
し
て
い
る
。

◇
会
員
動
向

○
守
山
記
生
氏

(西
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
奈
良
大
学
教
員
国
外

研
究
と
し
て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
研
究
の
た
め
、

一
九
八
七

年
四
月

一
日
か
ら

一
九
八
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
予
定
で
、
ベ

ル
ギ
ー
に
滞
在
中
で
あ
る
。

○
松
山

宏
氏

(日
本
中
世
史
担
当
)
は
今
夏
、
北
部
フ
ラ
ン
ス
に

の
こ
る
十

一
、
二
世
紀
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
都
市
六
ケ
所
を
、
調
査
の
た

め
歴
訪

し
た
。

○
森
田
憲
司
氏

(東
洋
前
近
代
史
担
当
)
は
、
文
化
財
学
科
の
水
野

正
好
氏

の
民
間
信
仰
関
係
資
料
調
査
に
協
力
の
た
め
、

一
月
五
日
か

央
宮
趾
)
、
西
安
泊

西
安
か
ら
洛
陽

へ
、
洛
陽
泊

洛
陽

(龍
門
石
窟
、
関
林
、
洛
陽
博
物
館
)
、
夜
行

列
車
で
上
海

へ

上
海
泊

上
海

(豫
園
)
か
ら
大
阪

へ

三
二
名
の
学
生
が
参
加
し
た
が
、
史
跡

積
極
的
に
現
地
の
人
々
と
の
交
流
を
計
る
者

な
お
、
八
八
年

ら

十

二
日

ま

で
、

成

果

を

あ
げ

た

。

台
湾
の
台
北

・
台
南

・
鹿
港
の
各
地
を
旅
行
し
、

タ

ノ

も

ノ

ノ

第
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
来
年
の

一

編

集

後

記

月
に
は
い
よ
い
よ
新
学
舎

へ
移
転
い
た

し
ま
す
の
で
、
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
発
行
す
る
の
は
こ
の
号
が

最
後
と
な
り
ま
す
。
大
学
の
跡
地
は
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
の
駐
車
場
に

利
用
さ
れ
る
と
の
こ
と
、
文
字
通
り
跡
か
た
も
な
く
な
る
の
だ
そ
う

で
、
ち

ょ
っ
と
寂
し
い
気
も
し
ま
す
。

◇
堀
池
先
生
に
は
御
多
忙
中
、
無
理
を
お
願

い
し
て
玉
稿
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
洋
史
関
係
で
は
菅
野
先
生
の
御
紹
介
で
北
京

大
学
の
王
暁
秋
先
生
に
近
代
日
中
関
係
の
論
文
を
本
誌
に
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

青
木
先
生
の
論
文

は
、
先
生
の
ペ
ル

ー
研
究
の
最
初
の

成
果
で
す
。
他
に

卒
業
生
の
論
文
を

掲
載
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
御
賞
味

下
さ
い
。
(
1
生
)

奈

良

史

学

第
五
号

一
九
八
七
年
十
二
月
発
行

奈
良
市
宝
来
町

=
一三
〇

奈
良
大
学
文
学
部
内

発

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会
長

水
野
柳
太
郎

電
話

(O
茜
二)囲
1
=
一五
一
(代
)

振
替

大
阪
九
ー
三
一
五
九
四
九
番

印

刷

所

(有

)
藝
林

美
術
出
版

社
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